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し解題を付すこととする。発見された書簡の点数は、吉備路文学館に坪田譲治あて原民喜書簡が一四点（Ｈ１～Ｈ
14） 、広島
市立中央図書館に原民喜あて坪田譲治書簡が一点（Ｔ１）である。今後も、これら 続いての書簡および資料の発見が期待される。翻刻凡例
　
・旧漢字は、固有名詞を除いて、新漢字に改めた。・
	 旧仮名遣いについてはそのままとした。
・
	 書き間違いについては、そのま とし、ママ表記を付した。なお、民喜の日付けについての書き癖である「～・」は、 「～日」に改めた。
・
	 句読点、空白については、書かれた通りとした。
はじめに
　
坪田譲治 （一八九〇 （明治二三） 年―一九八二 （昭和五七） 年）
と原民喜（一九〇五（明治三八）年―一九五一（昭和二六）年）との交流については、これまで発表された両者の随筆等にも年譜類にも触れられておらず、知られていない関係であった。ところが、両者の書簡についての調査によりお互 の書簡が見出されることで二人 出会 を跡づけることができ、そ 内容を考察することで、その文学および人生における関係の重要性を指摘することができることがわかった。　
今回は、そうした現在確認されている書簡について、吉備路
文学館と広島市立中央図書館 二館が所蔵している書簡を翻刻
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坪田譲治・原民喜書簡
　
　　
――
	 翻刻と解題
	 ――
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陽
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三八
［葉書裏面］拝啓先日は突然御伺ひして失礼致しました
　
どう云ふものか後で大
変嬉しくなりました
　
何卒今後はよろしく御教導下さい
敬具
注１
　
原民喜は、一九三二（昭和七）年に慶應義塾大学文学部
英吉利文学科を卒業。一九三四（昭和九）年に千葉市寒川羽根子へ転居し、 一九三五 （昭和一〇） 年三月に掌篇集 『焔』を自費出版した。同年 二月に短編小説「蝦獲り」を雑誌『メッカ』に発表して、雑誌へ寄稿をはじめた頃である。このとき、民喜は三〇歳、坪田譲治は四六歳。
書簡Ｈ２
　〔一九三六（昭和一一）年〕一二月二九日
［封書］切手は剥がれ欠落［筆記具］黒インク［封筒表面］東京市豊島区雑司ヶ谷	
　　　　　　
六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
・
	 判読し難い文字を推定によって示した場合には〔
　
〕
内に記し、判読不能な文字は〔
?〕とし、推測できる
情報がある場合はその旨を付した。
・
	 注記は、坪田譲治に関することについては山根知子が担当し、原民喜に関することについて 竹原陽子が担当した。
【坪田譲治あて原民喜書簡】 （吉備路文学館蔵）書簡Ｈ１
　
一九三六（昭和一一）年三月一四日
　
［葉書］日本郵便一銭五厘葉書［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区	
　　
雑司ヶ谷六丁目八六六
　　　　　　
坪田譲治様
	
　　
千葉市寒川羽根子一 六七
　
	
　　 　　　
原
　
民喜
	
三月十四日
［消印］千葉／
11．３．
14／后４―８（注１）
三九
注１
　
ここで「随筆集」とあるのは、書簡の文面から、譲治が
初めて一九三六（昭和一一）年一〇月に発行した随筆集『班馬鳴く』 （主張社）であることが明らかとなることから、この書簡の消印の「年」の部分が消えており不明であったが、一九三六（昭和一一）年であると推測することが きる。この書簡文面において、その根拠となるのは、 「回想として、淋しさ、生死の問題 明治のセンチメンタリズム、はにかみ等 今日一般では既に縁遠いも としてとりあげられてゐる」という言葉である。譲治の随筆集『班馬鳴く』に所収された随筆には 「もの淋しい風景」としての夢の回想である随筆「夢に釣る魚」や「生死 迷うというような気持を覚えた」という回想を た随筆「壁 書く」をはじめ、随筆「明治回顧」では「明治も終った。大正も終った。人々は二つの時代に対して、今 回顧的になっているとあり、随筆「はにかむ心 では「私 幼年 頃とてもはずかしが の子供であった」という子ども時代の自己の心理と、当時の児童の読物に出てくる児童に そう た「素朴さを失っている」という問題意識が描かれ いる。
書簡Ｈ３
　
一九三七（昭和一二）年一月二九日
［封筒裏面］千葉市登戸ニノ一〇七	
　　　　　　　
原
　
民喜
　
十二月二十九日
［消印］
12．
30／后〔？〕―４
［便箋］拝啓
お寒くありますがお変りありませんか
　
さて先日載いた随
（注１）
筆
集、はじめ半分を一気に読み途中で惜しくなり少しづ
マ
つ読んで
居ましたため
　
御礼申上げるのが遅れました
　
どれもみな面白
くお宅の書斎でお話を伺つて居るのと同じやうな気持が致しました
　
しかし回想として、淋しさ、生死の問題、明治のセンチ
メンタリズム、はにかみ等が今日 般では既に縁遠いものとしてとりあげられてゐるのを読み私ももう今日とは多少縁遠い存在かと思つてみたりしました
　
今年もあと二日残すところとな
りました
　
それではよきお年をお迎へ下さい
　　　　　　　　
草々
原
　
民喜
　
坪田譲治様
四〇
民喜と譲治の両者が度々執筆した雑誌であることから、民喜が譲治に『メッカ』を送付したとは考え難い。そのため、「一年前の旧作」とは、一年前に執筆し、未発表の原稿と推測される。
書簡Ｈ４
　
一九三七（昭和一二）年二月一三日
　
速達
［葉書］日本郵便一銭五厘葉書［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区	
　　
雑司ヶ谷
　
六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
	
　　
速達
	
千葉市登戸町二の一〇七
	
　　　　　 　
原
　
民喜
［消印］千葉新町／
12．２．
13／〔后０―〕４
　
［速達印］ 〔小石川？〕
12．２．
13／后４―８
［葉書裏面］拝復御（注１）
葉書二度有難く拝読致しました
　
大変忝く嬉しく存じます
　
［葉書］日本郵便一銭五厘葉書［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区	
　　
雑司ヶ谷六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
	
千葉市登戸町二丁目一〇七
	
　　　　　 　
原
　
民喜
［消印］千葉／
12．１．
29／前８―
12
［葉書裏面拝啓其后は御無沙汰致して居ります
　
別便で送りました原稿は一年
前の旧
（注１）
作ですが
　
お暇の折
　
一度目をとほして下されば幸です
一月二十八日注
１
　「一年前の旧作」が何の原稿か、不明である。この葉書の約一年前の民喜の発表作としては、一九三五（昭和一〇） 年 二月に雑誌 『メッカ』 に発表された小説 「蝦獲り」があるが、 『メッカ』 は一九三五年から一九三六年にかけて、
四一
拝啓先（注１）
日は御多忙のところを態々私のために御配慮下さいまして
　
誠に恐縮して居ります
　
しかし私にとつては大変印象に残る有
意義な一日だったと喜んで居ります
　
遅れながら御礼申上げま
す
草々
　
二月十七日
注１
　
書簡Ｈ４より、民喜は二月一四日のお昼頃、譲治を訪ね
たと考えられ、この葉書はその訪問に対する礼状である。民喜は譲治に面会し、先に送っていた原稿に対するアドバイスを受けたものと考えられる。
書簡Ｈ６
　
一九三七（昭和一二）年四月一〇日
［葉書］日本郵便一銭五厘葉書、五厘切手貼付［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区	
　　
雑司ヶ谷六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
　　　
明日お昼頃御邪魔に参上致したいと思ひます
　
いづれ御拝眉の
上
　
万ママ
々
　
二月十三日
注１
　
譲治が二度、民喜に送った「葉書」とは、書簡Ｈ３でい
う「別便で送った一年前の旧作」に対する返信と推測される。
書簡Ｈ５
　
一九三七（昭和一二）年二月一七日
［葉書］日本郵便一銭五厘葉書［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区雑司ヶ谷	
　　
六丁目
　
八六六
	
　
坪田譲治様
　　　	
千葉市登戸町二の一〇七
	
　　　　　 　
原
　
民喜
［消印］千葉／
12．２．
17／后４―８
［葉書裏面
四二
ら直接作品に対する指導を受けていた様子が窺われる。
書簡Ｈ７
　
一九三七（昭和一二）年五月三〇日
［葉書］日本郵便一銭五厘葉書、五厘切手貼付［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区雑司ヶ谷	
　　
六の八六六
	
　
坪田譲治様
　　　	
　　
千葉市登戸二 一〇七
	
　　 　 　
原
　
民喜
［消印］千葉／
12．５．
30／后８―
12
［葉書裏面拝復先達は御取混中のところを大変失礼致しました
　
早速こちらか
ら御手紙差出すべきところを今日は態々御手紙を戴き恐縮致しました
　
「
（注１）日本ローマン派」に加へて戴けるのは結構と存じますが更に詳しく先
（注２）
方の御意向も伺つてみたいと思ひます
　
いづれ来月中
	
千葉市登戸町
	
　　　　
二丁目一〇七
	
　　 　　
原
　
民喜
［消印］千葉／
12．４．
10／后０―４
［葉書裏面拝啓暫く御無沙汰致して居りますが御変り御座いませんか今日別便で近
（注１）
作を送つておきましたが御暇の折御一読下さい
この月の廿日過ぎにちよつと上京致しますからその頃又御邪魔致したいと存じます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
草々
　
四月十日
注１
　
一九三七（昭和一二）年の民喜の発表作は、五月の短編
小説「幻灯」 、 一一月の短編小説「鳳仙花」の二作のみ（いずれも雑誌『三田文学』に発表）であることから、近作とは、 「幻灯」と推測される。
　　　
民喜は同年二月に譲治を訪問した際と同様に、このとき
も事前に作品を送付した後、譲治を訪問しており、譲治
四三
は云へないかのやうに低く口のなかの呟きを細君に囁いて一々取次させるのであつた」 （ 「原民喜詩集叙文」 『原民喜詩集』 （文庫版）青木書店
　
一九五六（昭和三一）年八月）
と記している。妻貞恵は、民喜 とって庇護者 ような存在であり、譲治宅へも夫妻で訪れていたと考えられる。
書簡Ｈ８
　〔一（注１）
九三七（昭和一二） 〕年六月二四日
［葉書］日本郵便二銭葉書［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区	
　　
雑司ヶ谷六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
	
　　
千葉市登戸二の一〇七
　
	
　　 　 　
原
　
民喜
［消印］千葉／
12．６．
24／后８―
12
［葉書裏面拝啓先日は御多忙のところを失礼申上げました
　
何時も乍ら御高配
頃か下旬頃御相談にあがりたいと思いますのでその折には又宜敷く御願ひします早速御伺ひしたいのですが今仕事にひつかかつて居ります愚（注３）
妻が宜敷申添へ居ります
　　　　　　　　　　　　　　　　
草々
　
五月丗日
注１
　
民喜は一九三八（昭和一三）年一月に短編小説「不思議」
を雑誌 『日本浪曼派』 に発表した。 『日本浪曼派』 への寄稿は、譲治の推薦により実現したものと考えられる。
　
２「先方」とは、書簡Ｈ８に「伊藤氏を訪れ今度の雑誌の了
解を得ておきました」とあることから、伊藤整のことと考えられる。
　
３
　
戦前、譲治の紹介で民喜の訪問を受けた 「原民喜君を
推す」 『三田文学』一九四九（昭和二四）年一月）という佐藤春夫は、民喜との初対面の思い出について「彼は彼女を誘って来たのではなく、むしろ彼女 伴はれて、それも小学生が母につれられて学校の先生の前に叱られに出たのやうに見えた」 「彼はこちら 言葉に対 て無言でうなづいたり頭 さげ 見せたりしたが 自分 言葉は直接に
四四
　
３
　
雑誌『文学生活』は、浅見淵、伊藤整、尾崎一雄ら
二十五人の同人で一九三六年六月に創刊された。浅見は一九三七年から編集に携わり、一九三七年一月号に「坪田さんの随筆集」を記し、 譲治とは、 家が近所で一九三五（昭和一〇）年頃に出会ったと記している。一九三七年四月号の編集後記には、伊藤整がほか四人とともに編集委員となって浅見を助けることになったと記されており、民喜は同誌の編集に携わっていた伊藤とのやりとりのなかで 何らかの行き違いがあったものと考え れる。
書簡Ｈ９
　
一九三七（昭和一二）年七月二九日（消印）
［葉書］日本郵便二銭葉書［筆記具］墨［葉書表面］東京市豊島区	
　　
雑司ヶ谷六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
　［消印］千葉／
12．７．
29／后４―８
［葉書裏面暑中御伺申上げます
を賜はり感謝して居ります
　
あの翌日
　
伊藤氏を訪れ今
（注２）
度の雑
誌の了解を得ておきました
　
猶ほ「文
（注３）
学生活」に私の小説が載
ると申上げて居たのは私の聞きちがへでした向暑の砌御自愛の程祈上げます
草々
　
六月廿四日
注１
　
この葉書の送付年は、消印から判別は困難であるが、千
葉市登戸の住所が一九三六（昭和一一）年九月一五日に「寒川羽根子」から「登戸」へ変更されていることから、一九三七（昭和一二）年以降と推定され、 本文中の雑誌『文学生活』が一九三六年六月から一九三七年にかけて発行された雑誌であることから、一九三七年 月二四日に記されたものと推定され 。
　
２
　「今度の雑誌」とは、 書簡Ｈ７の葉書に書かれた雑誌『日本浪曼派』と推定される。 （葉書の日付に近い発表作としては、一九三七年一一月に短編小説「鳳仙花」を発表した雑誌『三田文学』があるが、 『三田文学』には同 五月にも短編小説「幻灯」を寄せているため、改めて了解を得る必要は考えられない）
四五
	
坪田譲治様
　［葉書裏面下部］拝啓先日は御忙しいところ御邪魔にあがり失礼致しました
　「
子
（注２）
供
の四季」が了るまでは
　
なるべく御訪ね致さないつもりで居り
ます何卒立派に完成させて下さい御健勝を祈ります
敬具
二月廿八日
原
　
民喜
　注１
　
井ノ口海岸は、一八九七年に広島から徳山まで開通した
山陽鉄道の、広島駅から宮島駅へ向かう途中、己斐―五日市間（五日市駅は一八九九（明治三二）年開業）に位置し、男明神島と女明神島の夫婦島が浮かび、車窓から見える屈指の名勝として知られていた。一九 一（昭和六）年に、後に国道二号線となる井口村・宮島間の観光道路の建設が始まって女明神島が姿を消し、一九六六年から始まっ
「文芸春秋」を手に入れて「
（注１）
村は晩春」拝読致しました
後半をことに面白く感じました　
昭和十二年七月
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原
　
民喜
注
１
　
譲治は一九三七（昭和一二）年六月に、小説「村は晩
春」を雑誌『文藝春秋』に発表した。小説「村は晩春」は、一九の場面から成っており、いずれも譲治の生まれ育った岡山県御野郡石井村島田（現・岡山市北区島田本町）を中心とする地域を舞台とした、譲治の少年期における実際の体験や印象から創作された作品であると える。
書簡Ｈ
10　〔一九三八（昭和一三）年〕二月二八日
［葉書］絵葉書、二銭切手貼付［筆記具］黒インク［葉書表面］ 「
（（注１）
広島名所）井ノ口海岸」の白黒写真
［消印］判読不明［葉書裏面上部］東京市豊島区	
　　　　
雑司ヶ谷
	
　
六丁目八六六
四六
其后は久しく御無沙汰致して居りましたが御変りは御座いませんか先日波
（注１）
多野完治著「児童社会心理学」を繙いてみましたら先生
の作品が沢山引例してありましたので懐しう思ひました近日御邪魔に参上致したいと存じて居ります
敬具
　
九月廿四日
注
１
　
波多野完治著『児童社会心理学』は、一九三八（昭和
一三）年三月に同文館より発行された。当時新進気鋭の心理学者として注目された波多野完治の同著は、 『児童生活と学習心理』 （賢文館
　
一九三六（昭和一一）年）と、 『児
童心性論』 （賢文館
　
一九四〇（昭和一五）年）と並び、
戦前の三部作の 冊と称され、 「旧来の児童観を論破し児童を社会的に位置づける」児童研究における先見性がみられるとされる著書である（寺内礼「解題」 『波多野完治全集』第七巻
　
小学館
　
一九九一年二月） 。特に、この著
書『児童社会心理学』 「第九章
　
文学における児童観」に
おいて、譲治文学には「空想と現実を混同する子供と、欲求のまにまに、ひたむきに前進する子供」が描かれている
た西部開発事業の土地造成により、男明神島付近も埋め立てられ、 公園として整備された。 （参考『井口村史』広島市、一九九二（平成四）年
　『ふるさとの歴史』広島市井口地
区社会福祉協議会、一九八〇（昭和五五）年四月）
　
２
　
小説「子供の四季」は、一九三八（昭和一三）年一月一
日から六月 六日まで『都新聞』に連載
書簡Ｈ
11　
一九三八（昭和一三）年九月二四日
［葉書］日本郵便二銭葉書［筆記具］黒インク［葉書表面］東京市豊島区雑司ヶ谷	
　　
六丁目八六六
	
坪田譲治様
	
　　
千葉市登戸二ノ一〇七
	
　　 　　　
原
　
民喜
［消印］千葉／
13．９．
25／前８―
12
［葉書裏面拝啓
四七
永眠致候
　
生前の御厚情を謝し御通知申上候
　
追て葬儀は郷里
に於て営む筈に御座候
敬具
　
九月二十九日
注１
　
民喜の妻貞恵は、 一九三九（昭和一四）年に結核を発病、
千葉医大附属病院に入院するなどして病気療養していたが、結核・糖尿病のため亡くなった。享年三三歳、二人の結婚生活は一一年半であった。民喜は妻貞恵の死後、妻との思い出を多数執筆、妻の最期は短編小説「美しき の岸に」 （ 『群像』 九五〇 （昭和二五） 年四月） に詳細に描かれ、妻が息を引き取った直後からその骨壷を抱えて郷里へ赴いた場面などは短編小説「死のなかの風景」 （生前未発表、 『女性改造』一九五一年五月に初出）に著されている。そこには「 『僕は茫としてしまっているから よろしく頼みます』葬いのことや焼場のことで手続に出掛けて行ってくれる義弟を顧みて、彼はそう云った」などと書かれ いる。この葉書は、そうした茫然自失の状況下で記されたものであろう。
という児童心理の本質的あらわれの叙述に長じる点が指摘されて る。この著書を民喜が自ら手にしていたことと、譲治文学について民喜はこの著書が指摘する側面からも理解を深めた可能性が注目される。
書簡Ｈ
12　
一九四四（昭和一九）年九月二九日
［葉書］日本郵便三銭葉書［筆記具］黒インク［葉書表面］東京都豊島区雑司ヶ谷	
　　
六丁目八六六
	
　
坪田譲治様
	
　　　
千葉市登戸町
	
　　
二丁目一〇七
	
　　 　　　
原
　
民喜
［消印］ （千葉）／
19．
10．２／（？）
［葉書裏面謹啓荊（注１）
妻貞恵儀兼て病気療養中の處九月二十八日午前十一時二十分
四八
注
１
　「東京都」からの民喜の住所および「三田文学編集部」は押印されている。
　
２
　
民喜は一九四八（昭和二三）年八月、雑誌『饗宴』に短
編小説「朝の礫」を発表した。民喜自身の分類で、幼年時代を描いた作品をまとめた「幼年画」に収められた一篇で、 「幼年画」のなかでは唯一、戦後に執筆された作品である。戦前、民喜は主に二種類の小説を執筆した。庇護者であった父が生きていた頃 幸福な幼年時代を描い 「幼年画」と、死者と現世の入り混じった幻想を描いた「死と夢」である。義弟佐々木基一によれば、 民喜は一九四五（昭和二〇）年二月には、作品を分類して、 「死と夢」と「幼年画」という題名をつけてまとめ お 、一九五一（昭和二六）年の自死を前にして、 「朝の礫」を「幼年画」に加えたという（佐々木基一「解説」 （ 『原民喜作品集』全二巻、角川書店、一九五三（昭和 八）年三月） 。
　
３
　「朝の礫」以後、民喜は「幼年画」に連なる作品を描くことはなかっ 。それは、妻の死と原爆体験の衝撃が、当人の自覚よりも重く 民喜の人生と文学 変質させるもであったからであろう。
書簡Ｈ
13　
一九四八（昭和二三）年八月二五日（消印）
　
［葉書］日本郵便五〇銭葉書、一円五〇銭切手貼付［筆記具］黒インク
　
［葉書表面］豊島区雑司ヶ谷	
　　
六ノ八六六
	
　
坪田譲治様
	
東（注１）
京都千代田区神田神保町三ノ六
	
　　　　　 　
三田文学編輯部
	
　　 　
原
　
民喜
［消印］
23．８．
25／（？）
　
プレスコード「検閲済」の丸印有
［葉書裏面］暑中御変りございませんか別便で饗
（注２）
宴八月号送りましたからお暇の折
　
読んでみて下さい
　
久振りに子供を題材に書いてみたのですが
　
つ（注３）
づけて書いて
行きたく思つてゐます涼しくなつたら
　
御邪魔に行きます
四九
は押印されている。
　
２
　
民喜は、一九四九（昭和二四）年二月、原爆体験に基づ
く作品をまとめ、能楽書林より小説集『夏の花』を刊行した。このとき、民喜は四三歳、前年六月に雑誌『近代文学』の同人になり、一二月に 「夏の花」で第一回水上滝太郎賞を受賞、雑誌『三田文学』の編集に携わりながら、創作に打ち込んでいた時期である。
【原民喜あて坪田譲治書簡】 （広島市立中央図書館蔵）書簡Ｔ１
　
一九四七（昭和二二）年七月九日（消印）
　　
［葉書］
　　
日本郵便一五銭葉書、三五銭切手貼付
［葉書表面 中野区打越町十三	
　　
平田様方
	
　
原民喜様
	
　　　
七月八日
	
　
豊島区雑司ヶ谷
	
　
六丁目一一八五
	
　　 　　
坪田譲治
書簡Ｈ
14　
一九四九（昭和二四）年三月三日（消印）
　
［葉書］日本郵便二円葉書［筆記具］黒インク［葉書表面］豊島区雑司ヶ谷	
　　
六ノ八六六
	
　
坪田譲治様
	
東（注１）
京都千代田区神田神保町三ノ六
	
　　　　　 　
三田文学編輯部
	
　　 　
原
　
民喜
［消印］神田／
24．３．３
　
プレスコード「検閲済」の丸印有
［葉書裏面］御変りございませんか
　
一度お伺ひしたいと存じながら
　
御無
沙汰しております私の単
（注２）
行本が漸く
　
ほんとに漸く出来上りました
別送致しました
　
御高覧下さい
注
１
　「東京都」からの民喜の住所および「三田文学編集部」
五〇
どこかへ引越さねばならない」と記しており、秋には同区内のアパートへ移っている。
　
２
　
民喜は一九四五（昭和二〇）年一月四日には、前年九月
に亡くなった妻との思い出を表した短文を「忘れがたみ」としてまとめており、 一九四六 （昭和二一） 年三月、 雑誌 『三田文学』に発表し 。民喜が戦後最初に発表した作品である。
解題原民喜と坪田譲治―幼年時代でつながった師弟　
戦前に原民喜が師事したのは、伊藤整、坪田譲治、中島健蔵、
佐藤春夫の四人と考えられる。伊藤整、中島健蔵、佐藤春夫は、民喜との出逢いや交友の思い出を書き残しており、既にその関係は明らかであったが、譲治と民喜はお互いの回想録を残しておらず、これま 二人の関係は不明であった。今回、それが双方の書簡により初めて明らか なったものである　
民喜は、 一九三五（昭和一〇）年一二月に短編小説「蝦獲り」
を雑誌『メッカ』に発表、 雑誌への寄稿を開始した。雑誌『メッカ』は、その前月の創刊号には譲治が「アンゼルセン随感」を執筆している。翌年三月 は、民喜が「詩詠二章」を、譲治が
［筆記具］黒インク［消印］ 〔４字判読不明〕
22．７．９．／東京都
［プレスコード検印］Ｃ．Ｃ．Ｄ
　
Ｊ―３８１２／７―
11
［葉書裏面］拝復　
おハ
（注１）
ガキと雑誌有難う存じまし〔た。 〕
御健勝の御様子何よりに存じます。御高作早速 誦いたしました。私には「
（注２）
忘れがたみ」がとても
感銘深く、何か涙こぼるゝ思ひで御座いました。あのやうな短章をもっと〳〵読ませていたゞきたく存じます。あなたでしたら、一冊の本になるくらいはキットお書けになるやうな気が致します。注１
　
民喜は一九四七（昭和二二）年七月一日の長光太あての
書簡（定本原民喜全集Ⅲに収録）で、甥の部屋に引越ししたことを伝えており、六月頃、それま 住んでいた大田区馬込東から中野区打越町へ引っ越したものと推定される。民喜は譲治に転居通知も兼ねて、ハガキや雑誌を送付したものと考えられる。しかし、長 の同書簡において そ部屋は「甥の休暇中貸してもらつてゐるだけで九月には又
五一
　
まず、書簡Ｈ３、書簡Ｈ４、書簡Ｈ５、書簡Ｈ６からは、民
喜が譲治を訪問する際、前もって自作原稿を送付しておき、面会した際に譲治から直接原稿に対する指導を受けていた様子が窺われることは注目される。 また書簡Ｈ２および書簡Ｈ９では、民喜は譲治の小説や随筆に対する感想 伝えて り、民喜が文学的出発の時期に譲治から受けた影響は看過できない。　
民喜は一九三五（昭和一〇）年三月に詩的な短文をまとめた
掌篇集『焔』を出版した後、幼年時代を描いた小説や現世と死者の世界の交錯する幻想的な短編小説を執筆し始め、作風は物語性を強めた。幼年時代を描い 作品は、 民喜自身の分類 「幼年画」 と名づけられ、 短編小説 「 地獄」 除く八編すべてが 雄二」という同一の主人公名で描かれている。
<
物語性
>
、
<
同
一の主人公名
>
というところに、幸せだった子ども時代を基
盤に小説や童話を著し、 一九二五 （大正一四） 年 一九二六 （大正一五）年にかけて「正太」を主人公とした 連の「正太もの」を執筆し、昭和期に入ると「善太・三平もの」に移行して作品発表 重ねていた譲治の影響を見ることができるだろう。両者とも、幼年時代を小説 著し、幼年時代へ 郷愁や幻想、病的な神経等の共通した作風 特徴をもっており、戦前の 子どもを主人公に描いた作品が、譲治との交流 なかで育まれた
「日記抄」とアンケート形式の「わたしのメッカ・ぼくのメッカ」に一文を寄せ、同年五月には民喜が「青葉の頃」 、六月には譲治が「親ごころ」を寄稿しており、同誌は、民喜が小説を初めて寄稿した雑誌というだけでなく、両者 執筆した雑誌であることから、二人は雑誌『メッカ』を媒介として出会っ ものと推測される。　
なお、 『メッカ』に掲載された「詩詠二章」 「青葉の頃」は、
これまで民喜の年譜から落ちており このたび確認して判明した。いずれも「かげろう断章」の「付録の散文詩」 含まれる詩篇で、 「かげろう断章」は生前未発表、一九五六（昭和三一）年、 『原民喜詩集』 （青木文庫版）の初出である。　
民喜が頻繁に譲治を訪れ、師事した時期は、一九三六（昭和
一一）年頃から、妻が結核を発症した一九三九（昭和一四）年頃までの約三年間と推測される。それ以後民喜は、妻の病床に付き添う日々となり、作品発表数 減るため、上京して譲治の元を訪れる機会はほとんど無かったと考えら そして、民喜の人生と文学は、一九四四（昭和一九）年の妻の死と翌年原爆被災で一変した。戦後は 当時の民喜の生活や文学状況からも、譲治との直接的交流 持てなかったのではない 推測される。
五二
葉の海は郷土の海の、幼年時代に初めて海をみたときの記憶へとつながっていた。民喜は、この詩で妻に熱く語っ 表しているように、譲治にも幼年時代の海 思い出を伝え、小説化した「不思議」も読んでもらっていたことだろう。文面で多くを語らずとも、このときの二人には充分に通い合う土壌が築かれており、絵葉書を受け取 た譲治 、 「子供 四季」の連載を応援する民喜の励ましが届いた と想像される。　
そして、書簡Ｈ７からは、譲治が民喜を雑誌『日本浪曼派』
へ紹介している様子も窺われ、注目される。駆け出し 頃 民喜にとって、譲治からのそうした推薦は有難い のであったに違いない。　
戦後になると、一九四七（昭和二二）年七月九日消印の書簡
Ｔ１で、譲治は、民喜が妻との思い出を記した「忘れがたみ」を「涙こぼるゝ思ひ」というほどに寄り添って読み、 「一冊の本になるくらいはキットお書けになる」とあたたかい言 を贈っている。民喜の人生と文学は の死 原爆被災により一変していたが、 譲治からの民喜へのま ざしは変わらなかった。	 一九四八（昭和二三）年八月、民喜は、幼年時代を描いた短編小説「朝の礫」を雑誌『饗宴』に発表し、八月二五日消印の書簡Ｈ
13では譲治にそれを送っていることがわかる。文面には
ものであったことが理解される。　
そうした二人の交流を示す一例が、一九三八（昭和一三）年
二月二八日に記された書簡Ｈ
10である。当時、民喜は千葉に暮
らしていたにも拘わらず、郷里広島の海を写した絵葉書を使用して、譲治に送っている。 「 （広島名所）井ノ口海岸」と印刷された小さな島の浮かぶ白黒写真の絵葉書である。民喜は絵葉書を送っ 前月に、 「幼年画」の一編、短編小説「不思議」を『日本浪曼派』に発表 た。その作品で、主人公の雄二は、初めて汽車に乗り、父とＩ島（厳島・宮島と推測される）へ向かう。雄二は広島駅から宮島駅へ向かう途中、車窓から初めて海を見る。その場面は「雄二は始めてみる海を眩しそうに眺めた。沖の方にはいくつもいくつも島があつて、緑色 水が めんに続いてゐた」と書かれて る。井ノ口海岸は 広島駅か 宮島へ向かう途中の、己斐・五日市間に位置し、当時、男明神島と女明神島の夫婦島 浮かぶ、山陽本線沿線上の屈指の名勝と て知られていた。ま 、民喜 この頃の作 思われる詩「千葉海岸」の第二連で「あはれ みの ぞき眼鏡に／東京の海のあさき色を／今千葉に来て憶ひ出すかと／幼 日の記憶熱をもて妻に語りぬ」 （生前未発表 定本原民喜全集Ⅲ （一九七八 （昭和五三）年一一月）に初出）と記している。民喜にと て、千
五三
である。
（竹原
　
陽子）
　坪田譲治にとっての原民喜との交流の意義　
坪田譲治の側から、原民喜との出会いがもたらした意義につ
いて考えると、
　
まず、原民喜が坪田譲治にあてて書いた書簡
として、最も早いもの し 確認されている書簡が書簡Ｈ１である。この書簡における日付けは、一九三六（昭和一一）年三月で り、 時点 出会いの状況について考える際、二人の年齢は、譲治四六歳、民喜三〇歳である。譲治は前年の四五歳にして、 『改造』 発表された小説 「お化け 世界」 によって、ようやく文壇から注目され ようになった作家であり、さらに文壇で不動 位置を占め始めるきっかけ なる小説『風の中の子供』 （一九三六年九月～一一月
　『東京朝日新聞』夕刊）
や小説『 の 季』 （一九三八（昭和一三）年一～六月『都新聞』 ）が世の話題にのぼるよりも以前に民喜が を訪れて「御教導下さい」と依頼していることは注目に値する。ここに、譲治は、世間的な評判によらず、自らの文学に対して本質的な理解と共感を持って慕ってくる民喜の姿に好感をもったことが推測される。
次作への意欲もみられるが、妻の死と原爆被災の体験により人生の一変させられていた民喜には、牧歌的な幼年時代に帰することは叶わず、以後、 「幼年画」に連なる作品を発表することはなかった。	 その後、一九四九（昭和二四）年末で雑誌『三田文学』の編集を辞し、執筆 みに集中、経済的に行き詰まり 自死への傾斜が深まり 既に自死を考えていたと思われる最晩年の一九五〇（昭和二五）年から一九五一（昭和二六）年にかけて、民喜は「雄二」 主人公に童話を描いた。七編の童話は幼年時代の思い出を元に描いた「幼年画」とは異なり 象徴性の高い詩的な作風となっている。また、子ども向け 仕事として、 『ガリバー旅行記』の翻訳にも取り組んだ。このように 死を前にして、子ども向けの仕事に向かっ のは、民喜 文学が、譲治のもとで育まれた幼年時代に対す 郷愁が基盤となっていた証であり、生活や将来の不安などのこの世の制約 ら 分 解き放とうとするとき、最後、自己 もっと 核となっている部分を世に提出しよう したからであろう。	 このように民喜にとって譲治は、慈父のような師であり、民喜の文学生活の出発点において、幼年時代を小説化する上で大きな影響を与え、励ま 、導いてく 師であったと え の
五四
を中心に手がけてきたが認められず、昭和期に入って児童雑誌『赤い鳥』での発表が定着することで次第に児童文学作家として世間から認識されるようになり、民喜と出会った昭和十年前後は、譲治にとって再び小説家としての初心に立ち戻りながらも自らの子どもの描き方にこだわりを加えていく時代であったといえる。その文学が遅まきながら世間での注目を集めるようになったと同時に、民喜 いう存在 譲治の文学 ねらいを理解しながら自分なりの思い 託し あとに続こうとする姿に接して、譲治は民喜への励ましの思いを強くしていったものと考えられる。
（山根
　
知子）
※今回の書簡発表に関 て、坪田譲治 三男坪田理基男氏 、原民喜の甥にあたる原時彦氏には、公表 ご許可とご協力を賜りましたこと、深謝申 上げます。※書簡を所蔵する吉備路文学館と広島市立中央図書館には、調査研究のご協力をいただき感謝申し上げます。
（やまね
　
ともこ／本学教授）
（たけはら
　
ようこ／本学大学院博士前期課程二年在籍）
　
譲治の元に集った文学を志す若者といえば、まず早大童話会
の学生たちがいる。早大童話会は、一九二二（大正一一）年に創設されていた 、一九三五（昭和一〇）年に早大童話会の岡本良雄や水藤春夫らによって依頼を受けた譲治は、この頃から顧問の立場で若者への児童文学方面での導きをするようになっていった。しかし、民喜はそのようなグループやその他の集団とは関係なく個人的に譲治宅を訪れているようであり、しかも民喜が書簡中に譲治の文 について触 ジャンルは 随筆と小説である。そ うえ、民喜は、小説において子ども 子ども時代を描くことについて、書簡Ｈ
11のように、波多野完治
による児童心理学の方面からも譲治文学が児童心理の小説 あるとする理解を及ぼし たことがわかる。さらに 民喜が書簡Ｈ
13のように自らも「子供を題材に」書く小説を創作する思
いについて譲治に伝えよう する気持ちのなか は、譲治文学の根底 、子どもや子ども時代に対する描写を通 て の本質を見極めようとする真意を汲み取っていたことが推測される。そうであれば、 譲治を慕ってくる若手作家はまだ少ないなかで、譲治にとっての民喜は、譲治が力を注ご し 小説における子どもの描写について理解を及ぼした数少ない存在の一人 いうことになる。つまり、譲治は、大正期には子どもを描く小説
